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2単位

専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

社会福祉法人のマネジメントと会計
会計の基礎知識を通じて、社会福祉法人の経営及び経営改革の特徴を理解する

受講するにあたって

特に指定しないが、会計、決算、経営分析等の入門書を一読することを推奨する。また電卓等の計
算機を持参すること。

①事前学習の
　すすめ

特に指定しない。②参考図書

A－講義のポイントの大半以上を正しく理解し、一定の知識・経験を根拠にして自分の見解を十分に展開できる。
B－講義のポイントの大半以上を正しく理解しているが、一定の知識・経験を根拠にした自分の見解を十分に
展開できていない（その見解は感想に近い）。
C－講義のポイントを正しく理解している部分もあるが、誤って理解している部分もある。
D－講義のポイントの大半以上を誤って理解している、または講義のポイントが示されず、ただの感想文にとどまる。

③評価基準

特に参考図書を指定しない。④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

まず全体の講義の目的と講義の進め方を説明し、講義を
受講する場合の注意点を説明する。次に社会福祉法人の
会計や経営分析の基礎を説明する。さらに社会福祉法人
制度、介護保険制度、介護保険事業者の経営の特徴を説明
する。その後、3つの社会福祉法人の実例から、そこでの
経営と経営改革の特徴を説明する。

講義の流れ

1. 各講師の言う経営、経営改革とは何か、経営改革は何を
改革するのか。

2. 経営改革は誰が主導で、いつ、どんな状況の時に、いかなる
方法を利用して行われたのか、その方法はどこに由来するのか。

3. それぞれの経営改革で期待されたものは何か、実際はどの
ような結果をもたらしたのか。

4. 各講師の説明に関して、自分のこれまでの経験や勉強に基
づいて、どのように感じたか、またどのような意見を持ったか。

講義のポイント

社会福祉法人の会計及び
経営分析の基礎知識2

講義の目的・講義の進め方1

社会福祉法人制度、介護保険制度
及び介護保険事業者の経営の特徴3

A 社会福祉法人の経営と
　経営改革の特徴4

B 社会福祉法人の経営と
　経営改革の特徴5

C 社会福祉法人の経営と
　経営改革の特徴6

社会福祉法人の会計や経営分析とは何か。特に貸借対照表、事業活動計算書、資金収支計算書とは何かを説明する。
加えて同計算書類を利用した経営分析の方法を説明する。

社会福祉法人の会計の基礎知識を学ぶ

最初に社会福祉法人制度や社会福祉事業者の実態について説明し、介護保険制度や介護保険事業者の経営の特徴について説
明する。その後、3つの社会福祉法人の経営者または管理者が、それぞれの法人の経営や経営改革の特徴を説明する。各法人の
歴史的経過、事業展開の状況、理念・経営方針、短期計画・中長期計画、経営管理システム等を説明する。

社会福祉法人の実例から、そこでの経営や経営改革の特徴を理解する

担当教員：池野谷 博信 2単位

専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

医療福祉システムの理論と実践
医療福祉制度の仕組み及び実践における課題について紹介、討論する

受講するにあたって

オンデマンド科目「社会保障論」を履修した上での受講を勧める。①事前学習の
　すすめ

各年版厚生労働白書②参考図書

レポート及び2日間の授業参加によって、成績評価を行う。レポートは、講義で紹介したデータ、概
念などを正確に引用しながら、問題意識、論点、根拠、結論、考察を行ったレポートは高く評価される。

③評価基準

講義目的・到達目標

講義の構成

まず、担当教員が2日間のスクーリングの構成、目的、達
成する目標などについて説明した上で、今日の日本の医
療システムの仕組み、財政状況、問題点等について厚生
労働省が発表したデータに基づいて講義をする。今日の
医療保険システムにおいては、様々な問題点及びその持
続可能性について多く議論されているが、データに基づ
いて、受講者各自で医療保険システムについて、評価して
もらう。さらに、福祉システムについては、社会福祉基
礎構造改革の前後で、権利擁護の本質的な変化、どのよ
うな新たな要素が加わったのかなどについて講義を行っ
た後、実践的な視点から、権利擁護はどのようにして実
現できるのか、望ましい福祉人材像は何かなどについて、
事例検討及びグループワークを通じて、自ら考えながら
学ぶ。

講義の流れ

基礎講義では医療・福祉システムについて、漠然とした
議論や感情論が先走りした議論ではなく、正確な厚生労
働省の発表したデータに基づいて行う。また、社会福祉
の実践としての社会福祉援助については、現場で活躍し
ている社会福祉士をゲスト講師として招き、生きた事例
検討などを通じて社会福祉の実践における人権感覚の重
要性、権利擁護はどのようにして実現できるのかについ
て深く理解する。

講義のポイント

社会保険としての医療保険制度における保険者の役割、各保険制度の財政状況、医療保険給付の内容等について学ぶ。
保険者の役割、保険制度の財政状況、保険給付の内容等の視点から、各健康保険組合の現状と問題点、協会管掌健康保
険制度の現状と問題点、市町村健康保険制度の現状と問題点を理解することを目標とする。

医療保険制度の基本的仕組みについて理解する

高齢・障がい等により、自分の権利を自分で守れない時に、社会福祉の専門職としてどのように援助すべきか、単に施
設の運営基準に従って福祉サービスを提供する、という域から脱却していなければ、良い福祉サービスの提供は決して
実現できない。実践的な視点から、権利擁護・人権感覚をよく理解した福祉人材は、どのようにコンプライアンスルー
ルに基づきながら福祉サービスを提供するべきか、について理解することを目標とする。

実践的な視点から社会福祉援助の課題を探る

2

2日間の講義の目的、講義の達成
目標及び講義の進め方を説明する1

各医療保険制度の現状と
問題点について考える3

レポート形式の科目修了試験6

保険者の役割、保険の財政状況、
保険給付の内容等の視点から医療
保険制度を学ぶ

4 社会福祉基礎構造改革と権利擁護について実践的な視点から学ぶ

5
社会福祉分野における望ましい福
祉人材像についてグループ討論な
どを通じて理解する

担当教員：李 忻


